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ま え が き

筆 者 た ち は 、 斜 里 岳 の 森 林 植 生 を調 査 しつ つ あ

る 。 今 回 も、前 報(斎 藤 ・松 田 、1987)に 引 き続

い て 、斜 里 岳 の 熊 見 峠(1,253〃z)に お い て 、1987

年9月20日 に 、 ハ イマ ツ そ う林 を調 べ た 。 ハ イ マ

ツ群 落 の 構 成 、 豊 作 年 の ハ イ マ ツ の球 果 と種 子 の

形 態 な ど につ い て 報 告 す る 。

調 査 地 の 概 要

調 査 地 は 、斜 里 岳(1,545初)の 南 西 方 向 に位 置

し、熊 見 峠 を通 る 登 山 道 に 沿 った 、北 々東 斜 面(尾

根)に 設 定 さ れ た 。

前 報 の調 査 地 をNQ1と し、 今 回 の そ れ をNα2と

した(図 一1)。

地 形 ・地 質 、 植 生 概 要 につ い て は 、 前 報 を参 照

され た い 。

調査結果

ハ イ マ ツ ・コ ケ モ モ 群 落

ハ イ マ ツ そ う林 の 中 で 、 北 々東 斜 面 に 、 帯 状 区

NQ2(1〃z×16〃z)を 設 定 し、 ハ イマ ツ ・コケ モ

モ 群 落 を調 査 した(図 一2)。

そ う林 の 高 さ は 、200〃z前後 もあ り、 ハ イ マ ッは

か な り斜 上 して い た。 林 床 で は 、 ハ イマ ッ の 落 葉

の 上 に、 ス ギ ゴ ケ類 が か な り密 に 生 育 して い た 。

林 床 植 生 は 、 木 本 が 優 占 し、 コ ケ モ モ 、 キ バ ナ

シ ャ ク ナ ゲ 、 ク ロ ウ ス ゴ、 コ ガ ネ イ チ ゴが ほ ぼ 一一

様 に 分 布 して い た 。 ウ ラ ジ ロ ナ ナ カ マ ドが 数 株 、

ト ドマ ツが1株 み られ た 。 草 本 で は 、 イ ワ ノガ リ

ヤ ス 、 ゴゼ ン タチ バ ナ が 一 様 に み られ た 。 フ タバ

ラ ンが1株 あ った(表 一1)。

わ ず か 数10〃 　離 れ て い る にす ぎな い の に、 帯 状

区NQlとNQ2で は 、 表 一2の よ う な違 い が み られ

た。 この こ とは 、 斜 面 方 位 と風 向 き(南 西 か らの

吹 上 げ風)と に大 き く関係 す る 、 とみ ら れ る 。

ハ イ マ ツ の 球 果

こ の 年 は 、 ハ イマ ツ の な り年(Bearingyear)

で あ り、 林 冠 上 に 目立 っ て 、 球 果 が 赤 褐 色 ～ 明 褐

ヨ　ぬ ハイマツそう　
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図 一1.調 査 地 位 置 図(国 土 地 理 院 ・5万 分 の

1地 形 図 「斜 里 岳 」 か ら)

図 一2.ハ イ マ ツ ・コ ケ モ モ 群 落 の 帯 状 区

(熊 見 峠 、BeltNα2)
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表 一1.ハ イ マ ツ ・コケ モ モ 群 落 の 帯 状 区(熊 見 峠 、Belt}b2)
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イ ソ ツ ツ ジ
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表 一2.帯 状 区 卜b1と トb.2の 比 較

帯状区 方位 林 冠 高(Cη2) 木本種数 草本種数 スギゴケ類の被度

N6.1(1η2×17ηL)

N6.2(1η ～ ×16η ～)

:N30。W

Nl2。E

100/65-135

200/140-230

13*

11*

3**

5**

2-4

4-5

*両 方 に 共 通 な の は8種 、**同 じ く2種.
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表一3.ハ イマツの球果の測定値

場所 標高(η)長 さ(劇 幅(ηの 生重量(8) 気乾重量(8)標 本数 文献

熊見峠 1230 44 33 18 8.6 40 本研究

(1987) 25-54 25-39 6-28 4-13*

知床峠 750 48 35 11 30 斎藤

(1981) 40-58 32-41 9-12** (1981)

*採 種 して1月 後 、**1週 間 後.

表 一4.ハ イ マ ッ の 種 子 の 測定 値

場所 長 さ(η切 幅(観) 厚さ(ηm)気 乾重量(8)標 本数 文献

熊見峠 8.6 6.2 4.9 0.11 30本 研究

(1987)7.6-9.3 5.0-7.3 3.8-5.9 0.08-0.14

知床峠 10.0 6.1 5.1 0.16 40 斎藤

(1981)9.3-11.2 5.4-7.4 4.8-6.2 0.14-0.18 (1981)

色 につ い て い た 。

そ れ で 、 球 果 を採 取 し、 球 果 と種 子 につ い て 、

形 態 的 な 測定 を して み た 。

球 果40個 の 平 均 値 は 、長 さが44〃 　〃　、幅 が33〃 〃π、

生 重 量 が188、 そ して気 乾 重 量 が8.68で あ っ た。

これ らの 数 値 は 、 知 床 峠(標 高 差 が 約500〃2あ る)

の もの よ り、小 さ め で あ る(表 一3)。

ハ イ マ ツの 種 子

種 子30粒 の 平 均 値 は 、 長 さが8.6〃z勉 、 幅 が6.2

魏〃z、厚 さ が4.9〃z〃　、そ して 気 乾 重 量 が0.118で あ

った 。 こ れ らの 数 値 は 、 知 床 峠 の もの よ り、小 さ

め で あ る(表 一4)。

なお 、 な り年 で あ っ た に もか か わ らず 、不 稔 粒

(し い な 、Emptyseed)の 割 合 が 高 く、30%以 上

も数 え られ た 。

ハ イ マ ツの 肥 大 生 長

歩 道 沿 い の 、 伐 開 に と も な うハ イマ ツ の 幹 の 断

面 が み られ た の で 、 年 輪 を数 え て 、 肥 大 生 長 を調

短 か い 半 径

786020 0

長 い 半 径

204:0 6078years

不 明樹皮
一

樹皮

30 20 10 0 10 20 30 40π π

ハイマツ ほふく樹幹 地上約30侃 Pinuspumila

図 一3.ハ イマ ッ の 幹 の 肥 大 生 長 量
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表一5.ア カエゾマツの球果と種子の測定値

球果 種子(翼 つ き)

場所 長さ 直径 長 さ
一口
田巾 気乾重量 文献

熊見峠

Cη～

3.6

Cη1 ηηη η2物

7-92.5-3.5

粒/8

1900 本研究

標 準 値4.5-6.51.8-2.19-113.5-4.5

206-320*

宮 部 ほ か(1920-23)

久 保 田 ほ か(1981)

*翼 もぎ(調 整 タネ)

べ た 。

直 径 が67.5〃2〃zで 、 年 輪 数 は78で あ っ た か ら、

年 肥 大 生 長 量 は0.87吻 〃z(年 輪 幅 は0.43吻 〃2)と

な る。 始 め の10年 間 お よび 終 りの20年 間 が 狭 い 年

輪 幅 を示 した(図 一3)。

高 山 帯 の ア カ エ ゾ マ ツ の球 果 と種 子

熊 見 峠 ふ きん に も、 ト ドマ ツ や ア カエ ゾ マ ツの

綾 性 複 幹 株 が 点 在 して い る が 、 こ れ ら は風 散 布 な

い し動 物 散 布 に よ っ て飛 来 ・定 着 した もの であ り、

高 山 帯 に お け る種 子 散 布 を しな い 、と み られ る(斎

藤 、1985)。

こ こで 、 た だ1個 の ア カ エ ゾ マ ツ の 球 果 が み ら

れ た の で 、採 取 して 、種 子 の 充 実 度 を調 べ た。57

粒 の 種 子 の重 さは 、18あ た り約1900粒 と な り、

充 実 した 種 子 の200～300粒/8と 比 較 して 、全 く

の不 稔 粒(し い な)で あ っ た(表 一5)。

そ の他 の 観 察

歩 道 沿 い に 、 壊 さ れ た球 果 が 点 々 とみ ら れ 、種

子 が 失 わ れ て い た 。 そ こ は 、 ホ シ ガ ラ ス の 種 子 の

取 り出 し場(パ ー チ 、Perch)で あ る 、 とみ られ

た 。

な り年 に もか か わ らず 、 ホ シ ガ ラ ス の 姿 は見 ら

れ ず 、 帯 状 区NQ2の ふ きん で 、1羽 の 喘 き声 を 聞

た に す ぎ な か っ た 。

ハ イマ ツ そ う林 の 上 空 に は 、 チ ゴハ ヤ ブサ が 飛

び 、 ホ シ ガ ラ ス(あ る い は 、 シマ リス か)を 狙 っ

て い る よ うで あ った 。

要 約

斜里岳の熊見峠における、1987年 秋のハイマツ

そう林(北 々東斜面、尾根)の 調査結果は、次の

ように要約 される。

1

2.

3.

4.

5.

ハ イ マ ッそ う林 は 、 高 さが200c吻 前 後 もあ っ

て 、風 下 側 に位 置 し、林 床 植 生 が 豊 か で あ る 。

ハ イ マ ツの 球 果 は な り年 で あ っ た 。 そ の 測 定

値 は 、 高 い 標 高 の た め に 、全 体 にや や 小 さめ

で あ る 。

そ の 種 子 の 測 定 値 も、 や や 小 さめ で あ り、不

稔 粒 が 多 くみ られ た 。

ハ イ マ ツ の 幹(78年 生)の 平 均 年 輪 幅 は 、

0.43吻 吻で あ った 。

高 山帯 の ア カエ ゾ マ ツの 稀 な球 果 は 、 長 さが

3.66〃2、 種 子 の 気 乾 重 量 が1900粒/8と きわ

め て 小 さ く、 全 く不 稔 で あ っ た 。
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OnthefbrestvegetationofMt.Shari(2)

P勿%∫ 勿zη ゴ1αthicketatKumamiPass(2).

Shin-ichiroSAITolandIsaoMATsuDA2

1.HokkaidoForestExperimentStation,Bibai,HokkaidoO79-01,Japan.

2.Shari,HokkaidoO99-41,Japan.

Summary

AtKumamiPass,thesecondthicketofJapanesestonepine,」P勿 π∫勿 加1α,NNEslopefromaridge,was

investigatedonSeptember20thof1987(Fig.1).

Theresultsstudiedareasfollowed.

1.Thethicketwasabout200c窺inheightandthefloorwascoveredbyrichunderlayersandmoss(Fig.

2andTables1&2).

2.Theconeproductionofthepinewasthebestbearingyear.Theconesizewassomewhatsmallerthan

thatofShiretokoPass(Table3).

3.Theseedsizewasalsosmaller(Table4).Andthereweremanyemptyseeds.

4.Meanwidthofannualringsofthepinetrunk(78yearsofage)wasO.43吻 〃z(Fig.3).

5.AconeofP惣 αg1功 競atKumamiPass,alpinezone,wasverysmallandtheseedsweresterile(Ta・

ble5).
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